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様式第３号(第１２条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称  平成２８年度第１回吉川市介護福祉推進協議会 

開 催 日 時 平成２９年３月２８日（火） 
午後７時から 

午後８時４０分まで 

開 催 場 所  吉川市役所 ２０１会議室 

出席委員(者)氏名 

堀田聰子委員、相羽直人委員、戸張英男委員、中里繁守委

員、川尻詠子委員、村岡礼子委員、飯田大輔委員、酒井一

男委員、浅見文男委員、近江谷キヌ子委員 

欠席委員(者)氏名   

担当課職員職氏名 

健康福祉部   部長          鈴木 昇 

いきいき推進課 課長          櫻井 敬雄 

 課長補佐兼介護給付係長 細田 晃 

高齢福祉係長      大瀧 和寛 

介護認定係長      中村 久美 

高齢福祉係       山﨑 晴通 

会議次第と会議の 

公開又は非公開の別 

（１） 第７期吉川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画について 

（２） 地域包括支援センターの運営状況について 

（３） その他 

 

 

非公開の理由(会議を 

非公開にした場合) 
  

傍 聴 者 の 数 ２名 

会 議 資 料 の 名 称 

平成２８年度第１回吉川市介護福祉推進協議会次第 

計画策定全体の流れ 

第６期吉川市高齢福祉計画・介護保険事業計画の進捗状況について 

平成２９年度吉川市地域包括支援センター運営指針（案） 

吉川市地域包括支援センター運営実績報告書H27年度合計 

地域包括支援センター運営事業に関する自己評価シート（試行） 

介護福祉推進協議会設置要綱 

吉川市介護福祉推進協議会委員名簿 

会議録の作成方法 

 □録音機器を使用した全文記録 

 □録音機器を使用した要点記録 

 ■要点記録 

会議録確認指定者  川尻詠子委員、浅見文男委員 

その他の必要事項  なし 
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審議内容(発言者、発言内容、審議経過、決定事項等) 

 

事務局 櫻井 

 

 

 

 

 

 

 

中原市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 櫻井 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 大瀧 

 

 

 

 

 

 

１、開会 

第一回吉川市介護福祉推進協議会を開催させていただきます。 
本協議会につきましては介護保険策定計画の助言、高齢者施策への助

言、地域包括支援センターへの点検評価を行うための協議会でございま

す。 

委嘱 

委員を代表して中原市長より堀田聰子様に委嘱書授与  

 

市長挨拶 

大変皆様お忙しいところご参加いただきまして深く感謝申し上げます。

また日頃から様々な分野において市制運営に協力いただきまして深く感

謝申し上げます。 
２８年度は総合戦略、教育大網、総合振興計画を策定ができまして、５

年１０年先の大きな計画がきちんと固まったところでございます。そう

いったことを踏まえまして皆様には一年全６回をかけて高齢者福祉、介

護保険事業計画を練り上げていただくことになります。皆様からご意見

をいただく中で私たちとしては日々の政策の中にしっかりと皆様のご意

見を反映させてしっかりとした地域包括ケアシステムを作ることを進め

てまいりますのでよろしくお願いします。 

 

自己紹介 

名簿の順に各委員、事務局、株式会社名豊の自己紹介を行う。  

 

会議の成立、公開 

本日の会議は委員全員出席でこの協議会が成立、なお本会議は公開と

し、傍聴を許可したいが委員の了解を伺います。 

委員了解で公開とし、傍聴は定員１０名とする。 

 

会長、副会長の選任 
会長は推薦により堀田聡子委員、副委員長は事務局案により飯田大輔委

員に決定する。 

 

会長挨拶 

改めましてよろしくお願いします。皆様のお話を一通り伺って市に対す

る思いがいろいろのご活動があって、市に対する思いお持ちでその知恵

をお持ちの皆様がそれぞれの経験や思いを集約する形でよい計画をして

いければと思います。よろしくお願いします。 

 

議事録署名人 

堀田会長より議事録署人を川尻委員、浅見委員を指名し了解する。  

 

２、議題 

（１）第７期吉川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画について 

事務局より説明 

資料の計画策定全体の流れを参考に平成３０年３月の計画書の完成まで

全６回の会議を開催する。 

資料の「第６期吉川市高齢福祉計画・介護保険事業計画の進捗状況につ

いて」を参考に吉川市の現状、地域包括システムの進捗状況、介護予

防・日常生活支援総合事業の状況を説明する。 
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近江谷委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

相羽委員 

 

事務局 

 

 

堀田会長 

 

 

事務局 

 

 

堀田会長 

 

相羽委員 

 

 

 

 

戸張委員 

 

 

 

 

中里委員 

 

 

 

 

川尻委員 

 

 

 

 

村岡委員 

 

 

 

飯田副会長 

 

 

 

 

 

内容についての質問 

生活支援コーディネーターと自立支援型地域包括ケア会議について教え

てほしい。 

生活支援コーディネーターは地域に出向いて課題に対して関連するサー

ビスを紹介したり、作ることをおぜん立てする役割を平成２８年度は社

会福祉協議会に委託した。地域で活躍する担い手の養成を実施。 

自立支援型地域包括ケア会議は主体が行政で目的は困難事例があった際

に介護保険の枠組みの他に地域関係者、医療従事者等を交えアドバイス

をいただいている。 

 

医療・介護関係者の情報共有支援でICTの活用について実施済なら使い

たい。他職種連携会議でICTの共有がありニーズが高い。 

実施済となっているが、検討中とした上で医師会と連携して実施してい

きたい。 

 
第６期の進捗状況について計画を立てビジョンを立てたと思うが成果な

どどのような影響を受けたか。どのような指標があるか。どんなことが

課題か聞きたい。 

６期計画では数値目標を設定していなかった。成果としては現在アン

ケートを集計して結果を分析。６期計画にあわせ分析する。 

 

各委員にどのような所でどの辺が課題と感じるか伺いたい。 

 

医療に関わり、認知症の方がものすごい勢いで増えている。閉じこも

り、独居、日中独居の方も増えている。吉川でも地域密着の小規模多機

能の施設ができたが休止してしまい、軌道に乗るまでのサービスがあれ

ば良かったが。介護サービスを市民の方にも知ってもらいたい。 

 

歯科医師会の窓口として１９あり、窓口として吉川松伏の窓口ができた

が、多職種連携会議でお知らせを出したがあまり反応がなかった。問い

合わせとして治療内容が多く、予防的なものを相談していただければよ

いが。かかりつけ医が訪問できない。 

 

薬剤師会の課題として厚労省の指摘として高齢者の残薬問題がある。こ

の件に関しては厚労省からも依頼されている。お薬手帳の持参を徹底す

ることが残薬を減ることになる。薬の安価（ジェネリック）について患

者にとって利用してよいものか疑問になっている。 

 

市で行っている体操教室は抽選に漏れてしまうほど人気があり、地域型

運動教室は３０自治会行っているが上手くいっている場所、上手くいっ

ていない場所もある。包括は３エリアあり、エリアの特色として農村、

街中、美南とあり、地域により違う取り組みかたが必要。 

 

吉川には25年働いて、住んでもいるが吉川以外の方もいてその方にどの

ようにして力を貸してもらえるか。吉川市内に30人ほどのケアマネがい

るが市の会議や自治会の会議にはすべて出ていくことは難しい。 

 

他の福祉計画に高齢福祉計画の関連性はあるか。どんな方向性でいくか

考えたほうがいい。ニーズ調査はニーズといいきれない。その結果だけ

で受け取ってはいけないのでは。地域包括ケアシステムをベースに決め

るのは時代に遅れてしまうのではないか。またそれ自体遅れているもの

として他との関連性をもったほうがいいのでは。新しいものを見ながら

取り入れてほしい。 
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酒井委員 

 

 

 

 

浅見委員 

 

 

 

 

 

 

近江谷委員 

 

 

 

 

 

 

堀田会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

堀田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

自治会事業は市民の方の要望を捉えて運営していかないといけない。現

在９５自治会あり、1,000人規模の自治会もあれば、40～50人規模の自

治会もある。周りの自治会と情報共有しながら進めている。老若男女コ

ニュニティが大事。 

 

高齢者は増えているがクラブ会員は減っている。会員は平成11年がピー

クで年々減っている。会員増強運動として友愛活動を現在試行で平成29

年からスタートを予定している。仲間づくり、健康づくりを目的に安否

確認しながら勧誘したい。 

会員の平均年齢は75から76歳、60代の方がなかなか加入しない。老人ク

ラブの他、埼年協など他団体もあり競合している。 

 

健康や認知症にならないため、体操教室があり、地域でサロン、カフェ

を実施しているがいつも出てくる方がいつも限られる。健康でいること

は幸福につながっているのでは。検診など健康に関することは一人ひと

りに啓蒙していただきたい。特定検診の受診率が低いということは啓蒙

が弱いことだと思う。 

 

２、地域包括支援センターの運営状況について 

事務局より説明をいただきたい。 

 

包括支援センター運営状況の報告も兼ね備えているためお知らせをさせ

ていただきます。今回28年度評価について各包括で自己評価を試行して

いる。平成29年度は地域包括支援センター運営方針に沿って介護予防、

認知症施策を重点的に行っていく。 

 

３、その他 

次回までの希望として今回の資料を見て意見があれば各委員に出してい

ただきたい。希望は第6期まではそれまでの事業を継承するやり方だっ

たが、吉川市をどのような地域にしていきたいか。ビジョンを立て一緒

に共有し、ニーズ調査も集計することで調査結果を一部の地域の方に見

ていただきどのような地域にしていきたいか。これまでの事業継承をし

ていく視点よりあったらいいなというビジョンを立てて検討していく。

そこから様々な方にとっての案ということを一緒に追及していけるよう

なやり方でいければと考えている。 

 

今後の予定 

次回は７月に予定。日程調整させていただきニーズ調査の結果ややり方

を踏まえて連絡させていただく。 

 

閉会 

 以上、会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

   平成２９年８月２１日 

 

 

署名委員 浅見 文男      署名委員 川尻 詠子 

 


